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優良図書の推奨　平成２０年１０月分








○くまとやまねこ


湯本香樹実／文　酒井駒子／絵


【幼児～一般向け】





突然に最愛の友だち、「ことり」を亡くしてしまった「くま」は、木箱を作りお花をしきつめて「ことり」を入れて持ち歩く。


その様子に、森の動物たちは「つらいだろうけど、わすれなくちゃ」と言うのだった。





河出書房新社　\1,300（税別）


ISBN978-4-309-27007-4　１冊（ページ付なし）


19×25cm





○汽笛


長崎源之助／作　石倉欣二／絵


【小学生向け】





太平洋戦争が終わり、やっとの思いで中国から日本に引き揚げてきた兵隊さんは、弱った身体をいやすために、長崎の病院に入院することになった。


そこには、被爆した子どもたちが大勢入院していて、やけどがひどくても、腕がなくても、元気いっぱいたくましく生きていた。


読み進むにつれて、子どもたちの明るさの裏に隠されている悲しさや無念さが伝わってくる。


戦争を知らない子どもたちに平和の大切さを教えてくれる一冊である。





ポプラ社　\1,100（税別）


ISBN978-4-591-10370-8　44P　20×16cm　NDC913





○ネコのドクター小麦島の冒険


南部和也／作　さとうあや／絵


【小学生向け】





町の人たちが次々と「ゆっくり症」になっていく。


若き学者（ドクター）、ネコのジョンは、特定のパンを食べた人達が「ゆっくり症」になるのではないかと推測し、そのパンの原料の小麦粉を生産している「フラワー島」へ旅立つ。


「フラワー島」で出会うおかしな人間や不思議な出来事は、ドクタージョンの好奇心と探究心を奮い立たせ、ついに原因をつきとめる。


どんどん引き込まれ一気に読みたくなるたのしい物語である。





福音館書店　\1,500（税別）


ISBN978-4-8340-2338-1　260P　21×16cm　NDC913





○飼育係が見た動物のヒミツ５１


多摩動物公園／著


【小学生（高学年）向け】





ライオン、キリン、チンパンジーなどのよく知られた動物から、ムフロンやグローワームといったあまりなじみのない動物まで、多摩動物公園で暮らす


５１種類の動物たちについて、これらの動物たちに日々接している飼育係ならではの、とっておきの話が紹介されている。


エピソードや苦労話、一味違った動物の話など、私たちが知らない、動物たちの姿に好奇心がかきたてられる。


動物たちへの愛情がにじむ一冊である。





築地書館　\1,600（税別）


ISBN978-4-8067-1369-2　231P　19×13cm　NDC480





○地球環境のしくみ


島村英紀／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





現在の地球環境を取り巻く問題が、わかりやすく書かれている。


地球の構造解説から始まり、空気や水、エネルギーや食糧の大切さ、人間以外の生物への影響を再認識させてくれる。


便利な文明の発達は、資源の枯渇、地球環境の破壊につながっていることへの警鐘を鳴らしている。


「地球の病気」を知り、それにどう立ち向かっていけばいいのかを考えるために、ヒントを与えてくれる一冊である。








さ・え・ら書房　\1,500（税別）


ISBN978-4-378-03911-4　141P　20×14cm　NDC519





○ペチカはぼうぼう猫はまんまる


やえがしなおこ／作


【小学生（高学年）、中学生向け】





ロシアの昔話風の連作短編集。


「猫と犬と馬が泉をさがす旅に出た話」、「青い羽のある鳥と古い鏡の話」、「悪魔とわたりあったわかものの話」、「ふしぎなサルディーナの話」、「三人兄弟が三人の王に会った話」の５話を収録。


不思議な話、ちょっと怖い話、せつない話など、どれも楽しめる。


異国の不思議な雰囲気に引き込まれる一冊である。








ポプラ社　\1,200（税別）


ISBN 978-4-591-09982-7　132P　20×13cm　NDC913





○ユゴーの不思議な発明


ブライアン・セルズニック／著　金原瑞人／訳


【中学生向け】





舞台は１９３０年代のパリ。主人公はパリ駅の秘密の部屋に隠れ住む１２歳の孤児ユゴー。彼は、父がのこしたからくり人形に隠された秘密を探っていくうちに、不思議な少女イザベルに出会う。からくり人形には、二人の運命をも変えていく秘密が隠されていたのだ。


１６０枚近くある豊富なイラストと物語が次へ次へと誘い、ぐいぐい引き込まれていくファンタジー。


２００８年コルデコット賞受賞作品。





アスペクト　\2,800（税別）


ISBN978-4-7572-1426-2　542P　22×15cm　NDC933





○いのちをはぐくむ農と食


小泉武夫／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】





著者いわく、「日本の農業は崖っぷちにある」。食料の自給率が３０％台になっている現状とさらなる自給率減少が予測される実態に危機感を抱き、その打開を訴えている。


農林水産省による調査結果などを解説しながら農業の活性化を訴え、さらに、自身が実際に体験した各地の学校や地域での食育活動を紹介している。


写真を多く掲載し、わかりやすく解説していて読みやすい。


本書で著者自身が語りかけている中学生、高校生に推奨したい。





岩波書店　\780（税別）


ISBN978-4-00-500596-3　178P　18×11cm　NDC610





○ダモイ遥かに


辺見じゅん／著


【中学生、高校生／勤労青年、一般向け】





日本がポツダム宣言を受諾する数日前の１９４５（昭和２０）年８月８日、ソ連は日本に宣戦布告し、７０万人近い日本人をシベリア各地の施設へ移送抑留した。


極寒の地で、飢餓と苛酷な労働に苦しみながらも、帰国（ダモイ）の希望を捨てず、仲間を励まし続けた「山本幡男」という男がいた。山本はダモイの夢かなわず昭和２９年に亡くなってしまうが、仲間たちは、彼の遺書を家族に届けるべく、命がけの行動を実行する。


本書を通して、５０～６０年前の身近な歴史、「戦争」を知ってほしい。





メディアパル　\1,500（税別）


ISBN978-4-89610-083-9　247P　20×14cm　NDC913

















悲しみにくれる「くま」は、暗く閉め切った部屋にひとりとじこもる。


ある日、「くま」は「やまねこ」と出会う。


モノクロのさし絵が内容とよくマッチした絵本である。








